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３月11日に発生した東日本大震災は、東北の太平洋沿岸を中心に、未曾有の被害をもたらしまし
た。弘前大学では緊急被ばく医療のための体制整備に取り組んでいることから、被災地への人材
派遣をはじめ、さまざまな活動を行ってきました。そこで、震災発生からこれまでに至る本学の対
応について、遠藤正彦学長にお聞きしました。

被災地への派遣要請に応え
専門家チームを直ちに編成

　国内観測史上最大のマグニチュード
9.0を記録した東日本大震災。この巨大
地震は大津波を引き起こし、東京電力
福島第一原子力発電所の事故を発生さ
せました。
　本学では、災害発生直後から教職員等
の被災地への派遣要請に対応。３月11日
〜15日には、岩手県立二戸病院と岩手県
立宮古病院にＤＭＡTを派遣しました。ま
た、石巻赤十字病院へ9チーム、延べ185
名を派遣するなど、被災地及びその周辺

度救命救急センター長から成る組織で
す。こうした体制の整備が、今回の迅速な
対応につながりました。
　しかし、それだけではありません。本
学では緊急被ばく医療の専門家の養成に
も取り組み、高度な訓練を受けた人材が
揃っていました。遠藤学長は「本学では
附属病院看護師など医療従事者や教員
がトレーニングを受け、放射線とはどうい
うものなのか、自分たちの身をどうやって
守るのかが理解できていたから、みんな
躊躇なく『行きましょう』と言ってくれまし
た。一人ひとりが使命感を持って活動に
臨んでいました」と話し、個々の意識の高

地域に医師を送り込み、医療活動を行っ
てきました。
　原子力発電所事故のあった福島県へ
は、現地での放射線サーベイチームを指
揮する統括医師を原子力災害現地対策
本部・Ｊヴィレッジへ派遣したほか、文部
科学省からの要請を受けて、被ばく状況
調査チーム（サーベイチーム）を７月29日
までに20チーム、延べ365名派遣してい
ます。
　また、万が一の事態を考慮して、高度
救命救急センターでは被ばく傷病者の受
け入れ体制を整えています。

被ばく医療教育の充実が
冷静で迅速な対応を可能に

　原子力関連施設を多く有する青森県の
安心・安全のために、本学では平成20年
度から、緊急被ばく医療に対する取り組
みを推進してきました。緊急被ばく医療
に関する学内の部局を統括し、緊急の場
合に直ちに事態に対応する役割を担うの
は、「弘前大学放射線安全機構」。学長
が委員長を務め、委員として総務担当理
事、事務局長、医学研究科長、保健学研
究科長、医学部附属病院長、被ばく医療
総合研究所長、附属病院放射線部長、高

福島市内にある活動拠点（この建物の3階の1フロア）
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奈良岡芳美総務部総務課長

遠藤正彦学長

被ばく状況調査チームの出発式。

弘前大学災害派遣車両

被ばく状況調査チームのスクリーニングの様子。

■弘前大学における被ばく医療の体制

弘前大学
放射線安全機構

大学院医学研究科

大学院保健学研究科

被ばく医療総合研究所

医学部附属病院放射線部

医学部附属病院
高度救命救急センター
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さを評価するとともに、専門的知識の修
得により不安感が取り除かれ、素早い行
動を促したと見ています。
　なかでもサーベイチームは、海外での
専門的訓練も受けた専門家を含む構成
で、極めて高いレベルの人材をチーム編
成し大人数で、しかも長期にわたって派
遣することができました。

継続的な派遣を支える
体制づくりは必要不可欠

　教職員等の派遣計画は、総務部総務
課が立案しています。サーベイチームの派
遣は、震災発生後の早い段階で７月末ま
で継続することが決定したため、チーム
を何度か送り出す中で、長期の派遣に対
応できる体制を築きました。奈良岡芳美
総務部総務課長は「当初は、現地での活
動を終えたチームが夜中の1時や２時に
戻ってきて、翌朝には次のチームが出発と
いう状況でやっていましたが、ガソリンが
不足し、食料も十分な量を確保するのが
たいへんな中、それではいずれ対応でき
なくなると考え、月曜日に出発、火・水・木
曜日に活動、金曜日に帰ってきて、車のメ
ンテナンスや除染をし、また月曜日に次の
チームを送り出すという体制にしました」
と説明します。
　避難地域の住民の方々が放射能汚染
区域にある自宅に一時帰宅する「一時立
ち入りプロジェクト」が始まってからは、
本学はこれにもチームを編成し５月25日
から８月１日まで派遣しました。この期間
は、継続的に派遣しているサーベイチー
ムと「一時立ち入りプロジェクト」への
チームの２チームを送り出さなければなら

安全機構と被ばく医療総合研究所の共
催で、市民公開講座「放射線を考える」を
開催しました。
　被ばく医療総合研究所の放射線物理
学部門の床次眞司教授が「放射線の基
礎」、同じく被ばく医療総合研究所の放
射線生物学部門の吉田光明教授が「放
射線の人体への影響」、高度救命救急セ
ンター長の浅利靖教授が「弘前大学の
取り組み」をテーマにそれぞれ講演し、
会場の本学医学部コミュニケーションセ
ンターに集まった150名を越える市民から
は、健康被害や農作物への影響など多く
の質問が投げかけられました。

被災地復興支援活動と
被災学生の支援措置

　学生や教員による復興支援活動も、積
極的に行なわれています。その一つが、
人文学部ボランティアセンターによる活動
です。震災当初、支援の手が回っていな
かった岩手県野田村へいち早く入り、一
般市民のボランティアも募って継続的に
支援・交流活動を行なっています。
　また、５月４日〜５日には弘前市土手町

ず、編成には特に苦慮しました。「医師、
看護師、放射線技師、被ばく医療総合研
究所の教員、保健学研究科の教員を中
心にメンバーを決めるのですが、個々に
は専門知識を持っており、自ら行かなけ
ればという強い意識は私たちにも伝わる
ものの、病院では患者の診療があり、研
究科では授業がありますから、支障のな
いよう調整するのが難しかったですね」
と、奈良岡課長はその時の様子を振り返
ります。
　一時立ち入りプロジェクトでは、大人数
の一時帰宅者への放射線サーベイと健
康管理、中継基地の医療面での統括のた
め、医師、看護師、放射線の専門家、事
務総括者を含む統括医療チームの出動
が求められますが、不定期で、かつ長期
にわたることから、対応するのは容易で
はありません。一時立ち入りプロジェクト
へフロアリーダーを含むチームで派遣を
行なっているのは、放射線医学総合研究
所、広島大学、災害医療センター、そして
本学・弘前大学のみとなっています。

さまざまな工夫を凝らし
現地活動の効率化を図る

　本学の事務担当職員は、派遣計画の
策定に加え、チームの一員として現地へ
も同行しました。片道６時間に及ぶ現地
までの車の運転、滞在中のサポート、外
部との交渉などを一手に引き受け、他の
スタッフが任務に専念できる環境づくり
を徹底。現地の住民の方から「弘前大学
チームが活動しているのを見て、安心感を
持った」という声も聞かれ、見えない部分
で大きな力を発揮しました。

商店街蓬萊広場にて、学園都市ひろさき
高等教育機関コンソーシアム学生委員会
主催の「６大学合同チャリティ大学祭」が
開催されました。６大学それぞれのサー
クルによる屋外ステージイベントや大学オ
リジナルグッズの販売ブースのほか、被災
地の茨城県大洗町や岩手県宮古市の物
産販売ブースも設けられ、市民や観光客
からの多くの募金や支援物資が集まりま
した。
　一方、本学の学生への経済支援につ
いては、被災状況に応じ、授業料年額の
免除、生活支援費の給付、入学料の免
除の措置をとっています。保護者居住家
屋の全壊、半壊、保護者が避難指示区
域に居住しているなど70名から申請があ
りました。

県民の安心・安全のために
今やるべきテーマに取り組む

　これまで我が国では絶対に起こらない
とされてきた原発事故が現実のものとな
り、いま、原子力政策の転換が迫られてい
ます。この事故の発生以前に、本学がこ
れだけの被ばく医療体制を整備していた

　サーベイチームの第３次隊として派遣
された古舘賢樹総務部総務課長補佐は
「３月15日に郡山を目指して弘前を発ちま
したが、花輪まで行ったところで水素爆
発の発生により引き返さなくてはならなく
なり、翌日再度出発しました。さまざまな
不安はありましたが、現場に入ると自然に
使命感が芽生えました」と、緊迫した状況
でもそれぞれに課せられた役目を果たそ
うとするチームの様子を語ります。
　現在（9月1日）はサーベイチームの出動
要請はなく、活動を休止していますが、今
後長期に渡ることが見込まれる福島県で
の調査研究活動等を効率的に行なうた
め、６月に拠点を設置しました。場所は福
島県庁の近くで、宿泊、休憩、資材の保管
に利用されます。

正しい知識を普及するため
市民公開講座を開催

　福島県内の各被災地での活動を続け
る中、放射線の影響を懸念する一般市民
からの問い合わせが個々の教員に寄せら
れるようになり、放射線に対する正しい
知識の普及のため、４月１日には放射線

ことに対し、驚きの声が上がっています。
　さらに本学は、原子力と化石燃料によ
らない自然エネルギーを研究する「北日
本新エネルギー研究所」を青森市に、自
然環境を研究する「白神自然環境研究
所」を世界自然遺産白神山地の入口にあ
たる西目屋村に設置して、研究を進めて
きました。第４期科学技術基本計画案の
中には、グリーンイノベーションとして我
が国はエネルギー、環境、食を柱とするこ
とが記載されていました。この基本計画
案が公表されるよりも前から、本学が同
様の方向を見出していたことは、何も不思
議なことではありません。「日本の流れ、
世界の流れを見ていたら、これから何が
課題になり、テーマになるかが見えてきま
す」と遠藤学長は言います。
　白神自然環境研究所では、学長の指示
により、白神山地に生息する動植物の標
本づくりに着手します。「１００年後も使え
るしっかりした標本をつくって保存し、日
本でこれから予想される放射能汚染の広
がりを、科学的に検証していきます」と語
る遠藤学長。本学ならではの視点を生か
した教育・研究活動を、今後も進めていき
ます。

人文学部ボランディアセンターによる野田村での支援活動の様子。６大学合同チャリティ大学祭の開催風景。

医学部附属病院高度救命救急センター。

研修風景。

市民公開講座「放射線を考える」

東日本大震災発生後の
弘前大学の取り組み
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４月２７日（水）、東日本大震災の影響により延期していた平成２３年度弘前
大学大学院入学式及び弘前大学入学式が行われました。各学部・研究科の新
入生らを迎え、厳かに挙行されました。

入学式は第１部、第２部の二部制で行われ、第１部（人文、教育学部）が１１
時００分から、第２部（医、理工、農学生命科学部）が１３時から挙行されまし
た。

開式に先立ち、犠牲になられた方々に対し、謹んで哀悼の意を表し、全員で
黙祷をささげました。

続いて、御来賓、役員及び部局長の紹介、入学許可、遠藤学長の入学式告
辞、最後に新入生代表による学生宣誓があり、晴れの式典が終了しました。

また、弘前大学大学院入学式は、同日９時から創立５０周年記念会館みちの
くホールにおいて、教育学部附属学校園の入学式・入園式は、小学校が４月７
日（木）、中学校が４月８日（金）、特別支援学校が４月１１日（月）、幼稚園が４月
１３日（水）に各学校園においてそれぞれ執り行われました。

本学では、２月２日（水）、生物学研究の第一人者である佐藤矩行博士に弘前大
学名誉博士の称号を授与しました。

佐藤博士は１９６９年に弘前大学理学部生物学科の第１期生として卒業後、京
都大学理学部動物学教室で長年「ホヤ」の研究に取り組み、２００８年からはOIST
に移り、研究を継続。カタユウレイボヤとナメクジウオのゲノム解析に成功し、脊索
動物の起源と進化の道筋を明らかにした功績で昨年、日本人で初めて米国発生生
物学会「エドウィン・グラント・コンクリンメダル」を受賞するなど国内外で多くの賞
を受賞しています。

また、ＯＢとして弘前大学農学生命科学部で優れた研究成果を発表した学生に
贈られる「あすなろ賞」設立に貢献するなど、後継者育成にも尽力されています。

授与式終了後には、「脊索動物の起源と進化と研究への憧れ」と題した授与記念
特別講演会が行われ、多数の聴講者が佐藤博士による熱意のこもった講演に熱心
に聞き入っていました。

弘前大学名誉博士称号授与式を挙行

名誉博士記を授与される佐藤矩行氏

本学で学ぶ外国人留学生の平成２２年度研修修了証書授与式が、２月１４日
（月）、事務局大会議室において行われ、本学における研修修了の中国、韓国、タイ、
ドイツ、ルーマニア、ミャンマー、チリ、台湾の世界８か国からの留学生３０名に対し、
修了証書が授与されました。

授与式には、留学生・指導教員等が出席し、１７名の留学生一人一人に遠藤学長
から修了証書が手渡されました。引き続き遠藤学長から、津軽の冬の寒さや食文化
の違いを乗り越えて勉学に励んできた留学生への労いの言葉とともに、弘前におい
て日本の伝統文化に触れ、多くの友人を得た留学生に対し、本学で体験した様々な
ことを母国に持ち帰り、今後の発展のために尽力することを期待する旨の挨拶と教
育・指導に当たった関係教職員への謝辞がありました。

平成22年度外国人留学生研修修了証書授与式を挙行

授与式出席の留学生並びに関係教職員

遠藤学長から表彰状と記念品を贈呈される受賞者 遠藤学長(前列左から６人目）と受賞者ら

本学では、研究活動や課外活動で活躍した学生及び学生団体を表彰す
る学生表彰授与式を、２月２１日（月）事務局３階大会議室で行いました。

今回の受賞者は、課外活動等で活躍した６団体、研究活動や課外活
動で活躍した学生２３名で、表彰式には各研究科長・各学部長、指導教
員及びサークル顧問の教員も出席し、遠藤学長から学生１人ひとりに
表彰状と記念品が贈呈されました。

遠藤学長から、「皆さんの活躍が大学の評価に大いに反映している。
大変うれしいこと。ますます精進してほしい。」と学生の功績を讃える言
葉が贈られました。

受賞者を代表して、教育学部４年の遠沢和加さんが「今後も、大学生
としての本分を全うし,弘前大学の学生であるという誇りと自覚を持っ
て、それぞれの活動に励んでいきたい。」と謝辞を述べました。

平成22年度弘前大学学生表彰を授与

本学では、平成２２年度弘前大学学位記授与式を３月１１
日（金）に発生した東日本大震災の影響により中止し、学位記
授与式に代えて、学位記授与と祝意を伝えるために、３月２３日

（水）、学位記伝達式を各学部・研究科において実施しました。
伝達式では開式に先立ち、犠牲になられた方々に対し、謹ん

で哀悼の意を表し、全員で黙祷をささげました。
また、教育学部附属学校園の卒業式は、小学校が３月２０

日（日）、中学校が３月９日（水）、特別支援学校が３月１５日
（火）、幼稚園が３月１７日（木）に各学校園においてそれぞれ
執り行われました。

平成22年度学位記伝達式を挙行 平成23年度弘前大学入学式を挙行

本学人文学部とサハリン大学考古学・民族誌研究所(Sakhalin State University, 
Archaeology and Ethnography Laboratory)ならびにサハリン州立郷土誌博物館(Sakhalin 
State Regional Museum)は、サハリン（旧樺太）の歴史に関する共同研究を目的として、３月２８
日に研究協力協定を締結しました。

今回の協定は、人文学部の関根教授が研究代表者を務める科学研究費補助金基盤研究A
（「中近世北方交易と蝦夷地の内国化に関する研究」）に関連し、日本が「北蝦夷地」の名称で呼
んでいたサハリン（旧樺太）へ渡ったヒトとモノを通して北方交易の実態解明を目指す日ロ共同研
究が始まります。

サハリン大学は１９４９年に設立されたユジノサハリンスク師範学校を前身とし、ロシア連邦サ
ハリン州において唯一の国立高等教育機関です。考古学・民族誌研究所には考古学博物館が設
置され、旧石器時代から歴史時代までの約１３０，０００点以上の資料が収蔵されています。

サハリン州立郷土誌博物館は、日本統治時代の１９３７年に建てられた旧樺太庁博物館の資
料を受け継いでいます。収蔵品は考古・民族・歴史・古生物・地質・植物・動物など多岐にわたり、
日本とサハリンとの交流を物語る資料や北方少数民族の資料が充実している点が特長です。サハリンは近年、海底油田の開発などによりロシア国内では最
も経済発展がめざましい地域の一つとして注目されています。今回の提携を機に、考古学以外の人文社会学系分野、さらにはその他の分野との連携が進み、
本学の発展に寄与することが期待できます。

弘前大学人文学部とロシア連邦サハリン大学考古学・民族誌研究所
ならびにサハリン州立郷土誌博物館が研究協力協定を締結

Roonサハリン州立郷土誌博物館長（右）と関根人文学部教授（左）

新入生代表による学生宣誓学位記を授与される卒業生
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本学では、平成２０年度に文部科学省科学技術振興調整費（現在、科学技術
戦略推進費）・地域再生人材創出拠点の形成プログラムに採択された「医用シ
ステム開発マイスター」養成塾の平成２３年度の基礎コース開講式を４月２２日

（金）に挙行しました。
開講式は、７名の第３期受講生に加え、大学教職員、自治体・青森県関係者、

地域企業関係者、独立行政法人科学技術振興機構関係者など約７０名の出席
を得て実施しました。

また、開講式に併せて、本年３月に『医用システム開発マイスター』に認定され
た第１期受講者による研修成果発表会を開催しました。

同事業は、青森県内企業技術者を対象に、医療機器・検査装置などの医用シ
ステムの開発を先導できる中堅技術者を養成することを目的としています。受
講者は、『医用システム開発マイスター』認定を目指して、基礎コースにおいて半
年、アドバンストコースにおいて１年半学ぶことになります。

開講式では、遠藤学長が「医用システムの基礎と応用、それを開発していく思
考法を身につけることを期待する」と式辞を述べ、受講者を激励しました。櫻庭洋一青森県商工労働部部長の挨拶（佐藤雅秀青森県商工労働部次長
代読）、東康夫青森県工業会会長の祝辞に続き、受講者を代表して内倉秀幸さんが、「医用システム開発のための知識と技術を修得して能力を高め、
医用システム産業の創出に貢献したい」と決意を述べました。

「医用システム開発マイスター」養成塾　平成23年度基礎コース開講式を挙行
本学では、５月２０日（金）、平成２３年度文部科学省科学技術戦略推進費　地

域再生人材創出拠点の形成プログラム「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」
の開講式を弘前市のホテルニューキャッスルで挙行しました。同事業は、原子力関
連施設が数多く存在する地域の背景をもとにした青森県の地域再生計画に基づ
き、本学と青森県及び原子力事業者が連携し、被ばく医療の基礎から救命救急医
療にも及ぶ幅広い専門領域の諸問題を理解できる能力を習得させる専門性の高
い教育研究カリキュラムを構築し、被ばく医療のプロフェッショナルを育成するこ
とを目的としており、育成期間は３年間。第二期生として、科学コース２名（原子力
事業者１名、行政担当者１名）、医科学コース３名（医師１名、診療放射線技師１
名、大学教員１名）、計５名の受講生が決定してます。

開講式では、遠藤学長、三村青森県知事（藤本青森県健康福祉部医療薬務
課課長代読）の式辞に続き、受講生を代表し、三沢市立三沢病院勤務 清塚 誠
さんから、「緊急被ばく医療に対応する専門的知識や技術を習得し、本県におけ
る被ばく医療の質の向上と活性化に貢献できるよう努力していきたい」との決意が述べられました。

開講式に引き続き、本計画と同じ科学技術戦略推進費　地域再生人材創出拠点の形成プログラムに採択され、「緊急被ばく医療に強い救急総合
医養成拠点」を実施している福井大学医学部地域医療推進講座の寺澤秀一教授を講師に迎え、「福井大学における緊急被ばく医療に強い医師養成」
と題した特別講演会を開催し、参加した約１００名が熱心に聞き入っていました。また、特別講演会終了後、受講生・授業担当者・関係者を交えた情報
交換会が開催され、活発な意見・情報交換が行われました。

文部科学省科学技術戦略推進費 地域再生人材創出拠点の形成
「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」平成23年度開講式を挙行

今年３月３１日限りで退職され、本学において、教育上又は学術上特に功績のあった３
名の本学元教授に「弘前大学名誉教授」の称号が授与されました。これにより、平成２３
年４月１日現在における本学名誉教授の称号を授与された方は２５４名となりました。

授与式は、５月３１日（火）午前１１時３０分から関係学部長、研究科長等列席の下、
事務局大会議室において執り行われ、遠藤学長から一人ひとりに称号が授与されまし
た。また、授与式終了後、創立５０周年記念会館において懇談会が開かれました。
名誉教授の称号を授与された方々は次のとおりです。

赤城　国臣（人文学部）
保嶋　　実（医学研究科）
倉坪　茂彦（理工学研究科）

６月１日（水）、本学創立６０周年記念会館「コラボ弘大」において、平成２２年度弘前大学特別研究員研究活動発表会を行いました。
本学では、大学院等の修了者等で博士の学位を取得後間もない若手研究者に任期を付して採択し、研究に専念させることにより地域や社会に貢献

し得る優秀な研究者の育成に寄与することを目的とした「弘前大学特別研究員制度」を行っており、この発表会は制度を広く周知し、理解を深めると
ともに研究交流を促進する目的で行われました。

発表会では、遠藤学長の挨拶の後、平成２１、２２年度採択の特別研究員５名から研究活動発表が行われ、参加者らは熱心に聴き入っていました。
今回の発表会は、教職員のみならず学生の参加が多数あり、特別研究員制度に対する学生の関心の高さを知るとともに、特別研究員制度を周知す

る上で大変有意義な機会となりました。

本学医学部附属病院では、東日本大震災の影響により遅れていた病院正面駐車場の整
備工事がこのほど完了し、正面駐車場が完成したことを記念して５月１７日（火）に式典を開
催しました。

完成記念式典では、花田病院長の式辞、遠藤学長の挨拶、上野施設環境部長から工事
概要について説明があり、続いてテープカットにより駐車場の完成を祝い、関係者による駐
車場見学が行われました。

完成した駐車場は、当初３月下旬に完成予定となっていましたが、東日本大震災の影響
により資材が不足したため、約１ヶ月半遅れでの完成となりました。地上と地下に駐車ス
ペースを有し、既存の駐車場と合わせると従来の収容台数から１４１台増の４７５台の収容
が可能となり、これまで本院に入構するために混雑し、車道に自動車が列をなして走行車両
や近隣住民からの苦情が寄せられていた問題の緩和につながることが期待されています。

本学農学生命科学部附属生物共生教育研
究センター藤崎農場では、５月１４日（土）・１５日

（日）の２日間にわたり、地域の皆様に農場を開
放し、大学をより良く知っていただくために、「リ
ンゴとチューリップのフェスティバル」を開催し
ました。

このほど面積が約７０％拡張された「ピーター
パン・チューリップ園」では、農場実習の際に本
学学生が植え付けした１６品種１３，０００本の
チューリップが見頃を迎え、色とりどりの花が園
内いっぱいに咲き誇りました。また、教育学部附
属小学校の児童がプランターで育てたチューリ
ップが通路に並んで彩りを添え、また、５０品種
１，２００本のリンゴの花が来場者の目を楽しま
せました。

フェスティバル開催期間中は、過去最多となる
約３，０００人が藤崎農場を訪れ、５月晴れの下、
思い思いに写真撮影や散策を楽しむ姿が各所で
見られるなど、大盛況のうちに終了しました。

弘前大学名誉教授称号授与式を挙行

平成22年度弘前大学特別研究員研究活動発表会を開催

弘前大学医学部附属病院正面駐車場完成記念式典を開催

「リンゴとチューリップのフェスティバル」を開催

決意を述べる受講者代表

テープカットの様子 研究活動発表の様子 熱心に聴き入る参加者

関係者による記念撮影

授与式の様子
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本学農学生命科学部附属生物共生教育研究センター金木農場において、リンゴの搾り粕を飼料に配合し育てた肉牛「弘大アップルビーフ」の大学発地
域ブランド化を目指して、研究・生産拠点となる特別牛舎が完成し、６月２日（木）、大学や地元の関係者ら約５０人が参加し記念式典を行いました。

完成した特別牛舎は鉄骨平屋建て、延べ床面積約５００平方メートルで１６頭の牛が収容可能。今年度内に太陽光パネルを設置し、牛舎内の換気
設備などの電力を自然エネルギーで賄います。

同牛舎では、これまでの牛舎に比べて１頭当たりのスペースが広く、小回りのきく小型ブルドーザーで糞尿を搬出するなど、運用の効率化に努めてい
ます。

式典では遠藤学長が「産業廃棄物のリンゴ搾り粕を飼料とすることで生産費を軽減できる。研究や教育に活用することはもちろんだが、地域との
連携強化と地域振興も図っていきたい」と挨拶した後、石川センター長が施設の概要を説明し、テープカットで新牛舎完成を祝いました。

８月４日（木）、弘前大学創立６０周年記念会館「コラボ弘大」において、平成２３年度「科学者
発見プロジェクト」テーマ賞の表彰式を開催しました。

発展性、意外性、独創性に優れた研究テーマとして、「氷や雪を使ったイベントや商品で弘前
の街が元気にならないだろうか」をはじめ、１１件（小学校３件、中学校３件、高校５件）が「テー
マ賞」に採択されました。表彰式では、学校関係者及び保護者などが見守るなか、遠藤学長の挨
拶、加藤研究・産学担当理事の講評の後、受賞者を代表して、弘前大学教育学部附属小学校６
年飯田　真司さんから受賞へのお礼の言葉がありました。

引き続き、第３回共同研究体験発表会が行われ、「西洋なし　ゼネラルレクラークの溶液受粉に
ついて」（青森県立名久井農業高等学校）等６件の研究成果の発表が行われました。その充実した
発表内容は未来の科学者を期待させるものであり、共同研究体験を通じて「関心を探求するプロ
セス」を研究者と共に体験することで、大学をより身近に感じてもらうよい機会になりました。

津軽の風物詩「弘前ねぷたまつり」が８月１日から７日間行われ、今年も弘前大学の「ねぷた」が参加し、昭和３９年初参加以来、４８年連続の出陣を
果たしました。今年は、８月１日、３日、５日の三夜の合同運行へ出陣しました。

運行には、遠藤学長、藁科総務担当理事、江羅財務・施設担当理事をはじめ、各理事や各部局長を先頭に教職員、学生、留学生、附属学校園の生
徒、近隣町会の子供たちなど延べ約１０００人が参加、「ヤーヤドー」の掛け声も勇ましく、夕暮れから約３時間余り市内を練り歩きました。小型ねぷた
や灯籠を従えた極彩色の鏡絵「一丈青扈三娘　奮戦図」、見送り絵「一丈青扈三娘」を描いた高さ約７ｍの勇壮なねぷたは、沿道の市民・観光客から
大喝采を浴びました。

また、岩手大学と本学の国立大学間の連携、協力を強力に推進するため、平成１５年から大学相互の祭（盛岡さんさ踊り、弘前ねぷた祭り）交流を行
い、地域文化の相互理解を図っており、８月３日は、岩手大学の岩渕理事らが遠藤学長と伴に、本学の「ねぷた」の先導を務め、大学間の連携をアピー
ルしました。

さらに、東日本大震災で甚大な被害を受けた岩手県野田村へ支援活動を続けている本学の「人文学部ボランティアセンター」では、市民ボランティ
アと共に野田村マスコットキャラクター『のんちゃん』のねぷたを制作し、野田村復興への願いを胸に練り歩きました。

本学では、６月４日（土）～１２日（日）にかけての４日間の日程で、芸術祭「プレミアム」を開催しました。芸術祭は平成１９年度に始まった芸術活動支
援事業で、今回の「プレミアム」は本学の芸術活動をまとめて一般公開するという初めての試みとなります。第１回目の「プレミアム」に参加したのは学
生の課外活動団体が１６団体で、弘大フィルハーモニー管弦楽団、競技ダンス部、邦楽愛好会、よさこいサークルなどによる幅広い分野の演目を弘前
大学５０周年記念会館みちのくホールを中心会場として日替わりで披露しました。

来場した市民からは、「さまざまな内容が一度に観られてよかった」「学生らしい勢いが感じられた」と概ね好評を得ました。今後、回を重ねていくこと
で学生にとっては活動の励みになるとともに、本学と地域との結びつきがさらに深まることが期待されます。

本学では、平成２１年度より、博士後期課程に入学した学生のうち、先端的な研究やユニークな研究を行う者
に対して、研究助成金として一人５０万円を支給し、その研究を支援しています。

今年度は大学院医学研究科、保健学研究科、理工学研究科及び岩手大学大学院連合農学研究科（弘前大学
配属）の大学院学生１５名の研究を助成の対象として認定し、７月２５日（月）に認定状交付式を行いました。

交付式では出席者への認定状交付の後、遠藤学長より学生に対して、この認定を機にますます成長していっ
てほしいとの激励の言葉がありました。

８月９日（火）、「弘前大学オープンキャンパス」を開催しました。県内外の高
校生、保護者等を含めて、昨年より約１割増の６，３６１名が参加しました。

正門右事務局前には「弘前大学ねぷた」を展示し、朝早くから続 と々詰めか
ける来場者を出迎えました。参加者は弘前大学ねぷたの勇壮な姿に感動し、
記念撮影を行うなど大変好評を得ました。

各学部等では、模擬講義、実験実習体験、なんでも相談コーナー、「先輩と
語ろう」コーナー等、多彩な企画を準備しており、参加者は弘前大学の雰囲気
を肌で感じとっていました。

また、キャンパス内の歴史的な建物や各学部を紹介するキャンパスツアーの
実施、総合情報コーナーでは、高校生らの関心が高い入試情報、奨学金、学生
寮、就職情報等について担当者がわかりやすく説明を行いました。

特別企画「学長と話そう」も盛況で、遠藤学長自ら多く質問に答え激励す
ることで、本学の教育理念、魅力などについての理解を一層深めていただき
ました。

大学発地域ブランド「弘大アップルビーフ」研究・生産の拠点
「弘大アップルビーフ特別生産牛舎完成記念式典」を挙行

平成23年度「科学者発見プロジェクト」テーマ賞表彰式
第３回共同研究体験発表会を開催

「特別研究助成制度認定状交付式」を実施

「弘前大学オープンキャンパス2011」を開催

弘前大学”ねぷたまつり”に連続48回目の出陣

芸術祭「プレミアム」を開催

勇壮な弘前大学ねぷた 野田村マスコットキャラクター「のんちゃん」ねぷた

遠藤学長から表彰を受ける小学生

式辞を述べる遠藤学長 新牛舎前でのテープカットの様子

実験実習体験に参加する高校生学生を激励する遠藤学長

弘前大学競技ダンス部 弘前大学フィルハーモニー管弦楽団
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平成22年度弘前大学学生表彰一覧 弘前大学教育に関する表彰

弘前大学表彰

平成23年度弘前大学における教育に関して
優れた業績を上げた教員の被表彰者一覧

【団　体】
課外活動で特に顕著な功績があった学生等
医学部バドミントン部

社会活動及び課外活動で特に顕著な功績があった学生等
teens & law

弘前大学スティー ルパン部
弘前大学津軽三味線サークル
弘前大学グラスハープ・アンサンブル
人文学部　森ゼミナール・高島ゼミナール

【個　人】
課外活動で特に顕著な功績があった学生等
■体育系課外活動

教育学部 ４年 遠　沢　和　加
教育学部 ３年 亀　田　亜　美
医学部保健学科 ４年 宮　谷　理　恵
理工学部 ４年 中　田　隼　太
医学部保健学科 ４年 石　井　みゆき
農学生命科学部 ３年 大　川　崇　輝
教育学部 ４年 能登谷　　　巧
理工学部 ３年 檜　山　雄　大
医学部医学科 ５年 四茂野　恵　奈
医学部医学科 ３年 山　内　理　紗
医学部保健学科 ２年 加　藤　瑞　貴
医学部医学科 ２年 高　林　杏　奈
教育学部 ４年 藤　澤　佑　樹

■文化系課外活動

教育学部 ２年 坂　本　真　衣
人文学部 ２年 伊　藤　友佳子

研究活動で特に顕著な成果を挙げた学生等
医学部医学科 ６年 服　部　真　也
医学部医学科 ６年 平　井　秀　明
医学部医学科 ６年 山　上　紗矢佳
理工学研究科
理工学専攻 １年 上　田　真　央

理工学研究科
理工学専攻 １年 工　藤　　　俊

理工学研究科
博士前期課程
物質創成化学専攻

１年 菊　池　実恵子

理工学研究科
博士後期課程
機能創成科学専攻

１年 後　藤　勇　貴

農学生命科学
研究科修士課程 １年 本　間　美　保

　本学では、前年度において優秀な成績を修めた学生及び教
育に関して優れた業績を上げた教員を対象として、８月１日（月）
に表彰式を実施しました。
　今回の受賞者は、各学部等から推薦された教員６名、学生２６
名で、表彰式には、神田教育・学生担当理事及び各学部長・研
究科長も出席し、遠藤学長から一人ひとりに表彰状と副賞が贈
呈されました。
　これを受けて、学生を代表して医学部医学科２年の柴崎貴俊
さんから、教員を代表して理工学研究科の竹ヶ原克彦教授から
謝辞が述べられ、表彰式は和やかなうちに終了しました。

　本学では、教育研究活動、課外活動の振興、医療活動、教育
研究支援活動、大学改革の推進、社会活動、職員の模範となる
ような活動等において顕著な功績があった職員及び職員で構成
される団体を「弘前大学表彰」により表彰しています。
　今回は、顕著な功績があると認められた３人の職員及び７つの
団体が「弘前大学表彰」により表彰されることとなり、５月３１日（火）

午前１０時から事務局大会議室において表彰式が執り行われ、
遠藤学長から表彰者に対し表彰状及び記念品が授与されまし
た。

　表彰者は次のとおりです。

【学部学生】

人文学部 ２年 村　上　志桜里
人文学部 ３年 加　藤　佑　典
人文学部 ４年 辰　巳　真　悟
教育学部 ２年 相　馬　唯　成
教育学部 ３年 鈴　木　康　貴
教育学部 ４年 三　上　　　舞
医学部医学科 ２年 柴　崎　貴　俊
医学部医学科 ３年 小　川　　　薫
医学部医学科 ４年 工　藤　彰　治
医学部医学科 ５年 奥　瀬　由　唯
医学部医学科 ６年 大　高　由　美

医学部保健学科 ２年 有　賀　弘　貴
医学部保健学科 ３年 阿　部　　　悠
医学部保健学科 ４年 吉　田　　　舞
理工学部 ２年 遠　藤　弘　也
理工学部 ３年 八ッ山　金　尚
理工学部 ４年 大　高　友　樹
農学生命科学部 ２年 渡　邊　尚　子
農学生命科学部 ３年 菊　池　桃　加
農学生命科学部 ４年 若　林　　　翼

【大学院学生】

人文社会科学研究科
応用社会科学専攻 ２年 齊　藤　孝　平

教育学研究科
教科教育専 ２年 工　藤　和　洋

医学研究科
医科学専攻 ２年 西　嶌　春　生

保健学研究科
保健学専攻 ２年 中　野　　　光

理工学研究科
理工学専攻 ２年 内　海　晴　信

農学生命科学研究科
応用生命工学専攻 ２年 中　村　恭　平

【学部長・研究科長推薦】

人文学部 ビジネスマネジメント講座
森　　　樹　男 教授

教育学部 数学教育講座
中　野　博　之 教授

医学研究科 脳神経病理学講座
若　林　孝　一 教授

保健学研究科 健康支援科学領域
若　山　佐　一 教授

理工学研究科 竹ケ原　克　彦 教授

農学生命科学部 生物資源学科
前　多　隼　人 助教

【個　人】
大　熊　洋　揮
脳卒中予防の重要性について、コラム連載や市民公開講座など精力的に啓発活動

を行い、予防医学の上で多大な貢献をしたことが、医療活動における顕著な功績である
と認められたもの

泉　　　　　完
農業農村工学の上で『魚道の水理特性と魚の遡上遊泳行動に関する研究』によ

り、魚道設計における新たな地検を与えたことが、教育研究活動における顕著な功績で
あると認められたもの

浅　田　秀　樹
一般相対性理論などに関する宇宙物理学分野において、その研究業績が国際誌や

書籍に査読付きで掲載されるなど、国際的に高い評価を得たことが、教育研究活動に
おける顕著な功績であると認められたもの

【団　体】
農学生命科学部ＪＡＢＥＥ教員連絡会議
日本技術者教育認定機構による教育の質を保証する国際的なプログラムを推し進
め、農学生命科学部における新たな教育体制と教育手法を充実させたことが、教育研
究活動における顕著な功績であると認められたもの

「夏休みの数学」実行委員会
数学を学ぶ楽しさを実感してもらう公開講座を毎年実施し、一般市民に知的教養を楽

しむ場を永く提供し、数理科学の研究教育における多大な貢献が社会活動における顕
著な功績であると認められたもの

「化学への招待」実行委員会
長年にわたり、一般市民に「化学」に関わる聴講や実験体験の場を提供し、中高生

の化学への興味を強めるなど、科学教育及び地域発展における多大な貢献が、社会
活動における顕著な功績であると認められたもの

総務部総務課
漫画雑誌への広告掲載に尽力し、弘前大学の知名度向上に多大な貢献を行ったこ

と、また、掲載された広告が「消費者のためになった広告コンクール」雑誌広告部門で
銀賞を受賞したことが、大学改革の推進等における顕著な功績であると認められたもの

弘前大学人文学部ボランティアセンター
東日本大震災被災地において、民家の瓦礫撤去や支援物資の仕分け作業に従事

し、被災者へ安心感を提供するなど復興支援活動に尽力したことが、社会活動におけ
る顕著な功績であると認められたもの

東日本大震災における弘前大学医学部附属病院の石巻医療支援チーム
東日本大震災被災地において、避難所を回り避難住民に対する診療を行うなど、医

療支援活動に尽力したことが、医療活動における顕著な功績であると認められたもの

弘前大学被ばく状況調査チーム
東日本大震災による原子力発電所事故発生直後から、現地において被ばくに関す

る測定や、住民の放射性物質等への不安解消に努めるなど、被災者支援活動に尽力
したことが、社会活動における顕著な功績であると認められたもの

平成 23年度弘前大学成績優秀学生表彰者一覧
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ロになるのが方程式の答（解）なのですが、
グラフに数値化してあらわすと答（解）が３
個になる場合があります。
　そこで一般相対性理論の数式を用いて、
第１論文と同様に根気強く計算に挑みまし
た。その結果、「正しい解は常に１個のみ」
であることの証明に成功。ニュートン理論
だけではなく、一般相対性理論でもラグラ
ンジュ点の個数が同じであることが証明
されました。
　現在、太陽・太陽圏観測衛星や、NASAの
宇宙望遠鏡などは、ラグランジュ点の位置
に置かれており、今回の研究は観測や理論
研究において大いに役立てられていくと思
われます。

支えあいの気持ちが
困難な計算を克服させた

　浅田秀樹准教授のアドバイスをもとに、
困難な計算を解き抜いた山田慧生さん。時
には大学に泊り込み、約１ヶ月もの期間を
かけて挑戦を続けました。
　その頃を振り返り、「浅田先生の的確な
助言があったからこそ、解を導き出すこと
ができました」と山田さん。

　浅田准教授は山田さんに対し、「情熱が
あって粘り強い。創意工夫する力も持って
いるからこそ解けたのだと思います」と称
えます。
　今後の観測や理論研究の礎となる計算
を成し遂げた２人。その研究意欲は衰えを
知らず、すでに第３論文を発表し、今後は第
４論文に取り組んでいく予定です。
　２人の研究から、これからも目が離せま
せん。

米国物理学会誌「フィジカル
レビュー」に連続して掲載！

　論文が掲載された、米国物理学会誌
「フィジカルレビュー」は、物理学分野を代
表する専門誌で、トップレベルの研究成果
が掲載されるため、世界各国の物理学者が
最初にチェックするといわれています。
　過去には、「自発的対称性の破れ」の南
部陽一郎博士や、「素粒子理論」のファイン
マン、「超伝導理論」のBCS（バーディーン、
クーパー、シェリーファーの3名の頭文字）
など、ノーベル物理学賞を受賞した名立た
る物理学者たちの研究成果も掲載されま
した。
　有力大学の博士号取得直前の院生によ
る研究が掲載されることはありますが、今
回のように大学の卒業研究での成果が掲
載されることは非常に珍しいことです。し
かも、第一論文に続き2ヵ月後には第二論
文も電子版で掲載。物理の理論研究で連続
して掲載されるのは大変困難なことであ
り、まさに快挙でした。
　掲載後の評価も高く、すでにドイツの研
究者が両論文を引用。海外からも多くの注
目を集めています。

一般相対性理論で
３体問題に挑戦

　研究テーマは、「一般相対論における３
天体の運動の高精度計算」。３天体の運動
（軌道）を求める問題は、「３体問題」（※１）

と呼ばれています。太陽系において恒星
と惑星が万有引力で相互に作用しあう場
合、例えば太陽と地球といった２個の天体
の運動を求める「２体問題」ならば古くか
ら解が知られていますが、これが３体以上
になると解析的に解くことができないと
されてきました。18世紀には、オイラーや
ラグランジュなどの科学者たちがこの問
題に挑みましたが解明されず、現在に至っ
ています。
　浅田秀樹准教授と山田慧生（けい）さ
んはこの３体問題に対して、万有引力の
ニュートン理論ではなくアインシュタイン
の一般相対性理論（※2）の観点から解明に
挑戦しました。
　一般相対性理論は、時間と空間を結びつ
けた時空間の理論で、質量があるものがそ
こに触れると歪みが生じるとされていま
す。重力とは時空間の曲がりであり、それが
ブラックホールや宇宙の膨張を生み出し

ます。概念を証明する際には、微分幾何学
の計算が用いられます。
　一般相対性理論で計算した場合、ニュー
トン理論よりも数値の誤差が少ないとされ
ていますが、計算の複雑さが飛躍的に増し
困難を極めます。
　今回の研究では、一般相対性理論の効
果を取り入れてラグランジュ点（※3）を計
算。ラグランジュ点とは、２個の天体が円運
動をする時に第３の軽い物体が相対位置
を変えずに回り続けられる位置のことで
す。コンピューターを使っての数値計算と
は違い、自らの手でコツコツと計算しなけ
ればなりませんでしたが、諦めることなく計
算を続けた末、ついに解析解（数式にて表
現した解）を見つけ出すことに成功しまし
た。その数値はニュートン理論よりも精密
であり、一般相対性理論による数値の補正
は世界初のことです。

ラグランジュ点の唯一性を
求めた第２論文

　第２論文は、「相対論的３体問題に対す
る直線解の唯一性」。ラグランジュ点の唯
一性について研究しました。物理学上、ゼ

理工学研究科
博士前期課程 2 年
大阪府生まれ。小さい頃から宇宙に興味を持ち、実験より
も理論を学びたいと思い物理科学を専攻。来年、博士後
期課程に進学予定。今後も研究者の道を歩み続ける。

理工学研究科准教授
京都府生まれ。京都大学理学部在学中にアインシュタイ
ンの一般相対性理論と出会い、宇宙物理に興味を抱く。
1997年弘前大学理工学部助手、2007年弘前大学大学
院理工学科研究科准教授。2010年12月には、東北大学
教授らと一般相対性理論などに関する研究成果をまとめ
た専門書を刊行。発行元は英国オックスフォード大学。
国際レベルの出版社からの刊行は珍しく、研究内容の評
価の高さをあらわしている。

山田 慧生（やまだ けい）

浅田 秀樹（あさだ ひでき）

研究内容についてプレゼンテーションを行う、山田慧
け い
生さん。今年２月には、マス

コミに向けての発表も行った。

米国物理学会誌「フィジカルレビュー」に掲載された
第1〜3論文（英文）。第４論文も執筆する予定。

浅田秀樹准教授と東北大学教授らが一般相対性理論な
どに関する研究成果をまとめた専門書。英国オックスフォ
ード大学から刊行された。

プレゼンファイルを使い、説明する浅田秀樹准教授。

浅田准教授、山田さんの研究が米国学会誌に掲
載されたことを伝えた新聞の切り抜き。切り抜きの
多さが、反響の大きさを物語っている。

山田さんが計算した、「アインシュタイン・インフェルト・ホフマン方程
式」。ニュートン理論に比べて、計算が飛躍的に難しい。

（※１）
３体問題
相互距離の２乗に逆比例する力（ニュートンの万有引力）に従って動
く３個の天体の運動を明らかにする問題。２個の天体の場合を２体問
題といい、これについてはニュートンが解き、運動の性質は完全に解明
されている。３体問題は、多くの研究者の努力にもかかわらず解明され
ず、19世紀後半になってブルンス、ポアンカレらによって、３体問題は
積分を求めるという方法では解き解きえないことが証明された。

（※２）
一般相対性理論
アルベルト・アインシュタインが1905年の特殊相対性理論に続いて
1915年に発表した物理学の理論。慣性力と重力を結びつける等価
原理のアイデアに基づいている。相対論によれば空間は時空連続体
であり、一般相対性理論では、その時空連続体が均質でなく歪んだも
のになる。質量が時空間を歪ませることによって、重力が生じると考え
る。ニュートン力学で記述すると誤差が大きくなる運動の速度が速い
場合や、重力が大きい場合の現象を正しく記述できる。

（※３）
ラグランジュ点
２つの物体が両者の共通重心の周りをそれぞれ円軌道を描いて回っ
ているときに、この２体に比べて質量が無視できるほど小さな第三の
物体をある速度を与えてこの軌道面内に置くと、最初の２体との相対
位置を変えずに回り続けられるような位置が５つ存在する。この５つの
点を、発見したルイ・ラグランジュにちなみラグランジュ点と呼ぶ。

北日本４道県の中で、唯一「相対論と宇宙」について学習および研究ができ
る弘前大学。理工学研究科の浅田秀樹准教授は、この分野において精力的
に研究を重ね発表し、世界的に注目を集めています。
今回、山田慧

け い

生さんらの卒業研究の成果が、米国物理学会誌に連続して掲
載されるという快挙を成し遂げました。

一般相対性理論の難解な計算式で、
３天体の位置計算に挑戦
見事に解き明かし、米国物理学会誌
「フィジカルレビュー」に掲載！

一般相対性理論の難解な計算式で、
３天体の位置計算に挑戦
見事に解き明かし、米国物理学会誌
「フィジカルレビュー」に掲載！

13 14



白神自然観察園の植物（1）林床植物編
弘前大学白神自然環境研究所編
ISBN　978-4-902774-67-2
発行　2011年2月18日
B6判・22頁
定価　500円（本体476円）

白神自然観察園の動物（1）概要編
弘前大学白神自然環境研究所編
ISBN　978-4-902774-66-5
発行　2011年2月18日
B6判・22頁
定価　500円（本体476円）
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「ひろだい」に関するご意見・ご感想をお聞かせください。
「ひろだい」はWebでもご覧いただけます。
下記URLからお進み下さい。

　弘前大学メールマガジン「ひろだいメルマガ」では、弘前大学への理解を深めても
らうことを目的として、最新の情報をメールで配信しています。
登録は簡単に出来ますので、配信を希望される方は、下記ＵＲＬより是非ご登録く
ださい。購読は無料です。（登録はパソコンのアドレスでお願いします。）

「弘前大学教員紹介シリーズ」
弘前大学に在籍する先生の、研究内容はもちろん、趣味など、普段の授業では聞
く事が出来ない情報も紹介します。
「今、この部活動・サークルがおもしろい」
学生記者がイチオシの部活動やサークルの活動内容などを詳しく紹介します。
「講演会・セミナー等のお知らせ」
予定されている講演会やセミナー等のスケジュールを紹介します。
詳細は、下記ＵＲＬをご確認ください。

ひろだいメルマガ　http://db.jm.hirosaki-u.ac.jp/magazine/

弘前大学出版会からのご案内

弘前大学総務部総務課
表紙：ひろだいねぷた
鏡絵：水滸伝

『一丈青扈三娘　奮戦図』
扈家荘の女将軍一丈青扈三娘と、梁山随一のあばれ
者黒旋風李逵との奮闘

弘前大学メールマガジン
「ひろだいメルマガ」会員募集のお知らせ

憲法理論研究
堀内健志著
ISBN　978-4-902774-70-2
発行　2011年4月4日
A5判・687頁
定価　12,000円（本体11,429円）

臨床内分泌・代謝学　改訂第 2 版
須田俊宏編
ISBN　978-4-902774-77-1
発行　2011年7月26日
B5判・515頁
定価　5,775円（本体5,500円）

弘大ブックレット No.7
ものづくりに生きる人々－旧城下町・弘前の職人
杉山祐子・山口恵子編
ISBN　978-4-902774-71-9
発行　2011年3月29日
A5判・115頁
定価　700円（本体667円）

脳卒中を知る
－「アタリ」を予防するために－
若林孝一・佐藤敬編著
ISBN　978-4-902774-69-6
発行　2011年3月31日
A5判・107頁
定価　735円（本体700円）

未利用バイオマスとしてのりんご剪定枝
の活用戦略［増補改訂版］
泉谷眞実編著
ISBN　978-4-902774-76-4
発行　2011年7月15日
A5判・107頁
定価　1,000円（本体952円）

Seishu Hanaoka and His Medicine 
-A Japanese Pioneer of Anesthesia 
and Surgery-
松木明知著
ISBN　978-4-902774-68-9
発行　初版第1刷	 2011年3月31日
　　　第2版第1刷	 2011年8月8日
A5変型判・200頁　定価　3,465円（本体3,300円）

未来へ繋がる
弘前大学総合文化祭10周年記念写真集
学祭本部実行委員会編
ISBN　978-4-902774-75-7
発行　2011年3月30日
A4判・75頁
定価　1,575円（本体1,500円）

平均寿命をどう読む？
より平易に、より分かりやすく、より科
学的に健康を語りたい
中路重之著
ISBN　978-4-902774-74-0
発行　2011年3月31日
A5判・111頁
定価　600円（本体572円）
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